
 1 

学 術 調 査 報 告 書  

  ２００８年 ３月 １６日 

入学年度 2007 年度 （フリガナ） 

申請者名 

ナカジマ クス 

中島 久朱 学年 1 年 

 

研究題目 
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主任指導教員 岡田 昭人 

 
(1) 学術調査の目的 

 

 過去数十年間の急速なグローバル化に伴い、現在世界中の様々な国や地域で社会におけ

る価値の多様化、多文化化が進行している。多文化の共存により社会的価値の多様化が促

進する状況下においては、公教育思想に内在する原理の変化も避けられるものではない。 

 報告者は、博士論文において、「多文化教育」を、多様化する社会の統合を視野に入れた

公教育システム全体を包括する理念であると捉える。その上で、行政による教育政策を考

察の対象として、公教育の統括主体が多文化社会の問題をどのように捉え、どのように関

わってきたか、そして、社会的統合という意味における公教育体制そのものに生じた構造

の変化がどのような要因によって引き起こされたものであるかを考察する予定である。 

 本研究の目的は多民族・多言語・多文化社会における社会統合機能としての公教育のあ

り方が如何なるものとして捉えられ定義されてきたか、あるいはされているかを明らかに

することにおく。公教育は当該国の政治的社会的統合と社会集団の維持・発展に関わる社

会的機能であるが、社会体制統合原理・機能の側面と多文化的状況の下における公教育固

有の課題群との間には幾つかの対立が生じており、しかも、その両者間の和解を可能にす

る新たな公教育の原理はまだ確立されていない。そこで、多民族・多文化国家であると自

認するイギリスにおける多文化教育の事例の研究を通して、上記問題に対する検討を試み

る。 

 イギリスは古くから移民や亡命者を受け入れてきた歴史があるが、特に戦後 1940 年代後

半からの旧植民地等よりの移民の流入とその受け入れに関しては、多くの議論がなされて
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きた。その流れは同化、排斥、統合という道を辿ってきており、その傾向は移民の子ども

たちへの教育にも反映している。その結果現在の同国では、多民族・多文化国家としての

自己像が一般に受け入れられており、エスニック・マイノリティの子どもに対する教育政

策も、中央政府の主導により多様な展開が見られる。そのことは 2006 年 9 月および 2007

年 9 月にロンドンにおいて行った教育関係者への聞き取り調査等においても実感として感

じ取ることができた。しかし、一方で画一的な評価体制や、教育現場への市場主義原理導

入に伴って激化した競争等により社会的格差の拡大・固定化が促進されている現状への批

判もある。 

 そこで、今回の調査では、これまでの調査に引き続き、総人口の約 1 割が移民や難民、

その子孫等で構成されているイギリスにおいても、更に全国のエスニック・マイノリティ

の約半数が居住しているロンドンでの現地調査により、同国における多文化教育の最新の

動向と問題点を明らかにすることを目的とした。前回までの調査では、マルチ・エスニッ

ク的状況における教育の現状把握のため、あえて特定の民族や集団に焦点を絞ることなく

調査・分析を行った。しかし、同国のエスニック・マイノリティの教育における問題点と

して、民族グル―プ間の教育達成度の顕著な差が指摘されており、それは博士論文の執筆

に当たっても看過することのできないものであると判断した。 

 一方、同国では、特に 2001 年の夏に北部の街オールダムが発端となり近隣のブラッドフ

ォード等で人種間関係における摩擦を背景とした大規模な暴動が起こってから後、多様な

民族的・文化的・言語的背景をもつ人々を抱える多文化社会として、多様性と統一のバラ

ンスを如何に図るかということが緊要な課題とされてきた。そのような背景を受け、2002

年以降政府が取り組んでいるのが「コミュニティのコミュニティ」 (Community of 

Communities)という概念に基づく「コミュニティの結束」（Community Cohesion）政策

である。そこでは、目的を共有し、多様な価値を容認することの利益を理解し、機会の均

等を実現することが目指される。1980 年代以降の同国における多文化主義政策は、結果的

には民族グル―プ毎の断絶と集団間の格差を固定化してしまったと結論づけ、今後の社会

的発展のためには多様な文化の共存・共栄を目指すことが緊要な課題として位置づけられ

た。[DfCLG 2006,153] 

 そして、以上のような社会的結束を実現するための装置として公教育に大きな役割が見

出されており、多文化教育の文脈においても、初期多文化主義、反人種主義、インクルー
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ジョンを経て、「コミュニティの結束」という段階を迎えているとされている。［Vincent and 

Coles 2003: 6］ 

 したがって、本調査では、現在のイギリスにおける社会統合の問題につき、現在同国政

府が推進する「コミュニティの結束」政策と教育の関係、および民族コミュニティに注目

し、主に、同政策に関する文献・資料の収集・分析と聞き取りによる調査を行った。 

 

 

(2) 調査実施地および期間 

 

 本調査は、2008 年 2 月 10 日より 2 月 29 日の間、イギリス、ロンドンにおいて行ったも

のである。 

 文献・資料については、主にロンドン大学東洋アフリカ研究所図書館、同大学教育学大

学院図書館、ならびに大英図書館にて収集した。 

 聞き取り調査については、ロンドン北部の行政区であるハリンゲイ区の地方当局（Local 

Authority）の教員研修センター（Professional Development Centre）ならびに、同地区

内のノエル・パーク小学校（Noel Park Primary School）において実施した。 

 

 ハリンゲイ地区について 

 インナー・ロンドンの北部に位置する行政区の一つであるハリンゲイ地区においては、

2005 年現在の人口 224,500 人のうち、20 パーセントをカリブ海系およびアフリカ系黒人

が占め、続いて南アジア系住民が 6.7 パーセント、1.1 パーセントを中国系住民が占めてい

る。中でも、本調査による聞き取りを行った小学校が位置する地域は、同国に移り住んで

からの年数が比較的浅い移民や難民(refugee)、政治亡命希望者(asylum seeker)が多く居住

し、また社会・経済的に同国で最も剥奪された（deprived）地域の一つに数えられる場所

である。地域住民の民族的背景は多岐に渡り、約 30 の民族コミュニティが存在し、それら

のうちいくつかのコミュニティにおいては、継承語の維持や英語の習得、子どもたちの学

習支援のため、週末に補習授業を行う等、独自の教育活動も行われている。 
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 ノエル・パーク小学校について 

 同小学校は、在籍する児童の約 80 パーセントがエスニック・マイノリティとしての背景

をもち、民族的・言語的・宗教的にまさに多文化的状況にあるといえる。エスニック・グ

ル―プ別在籍児童数では、2007 年 8 月現在、全 508 名中クルド系児童が 51 名で最大で、

以下その他白人（イギリス系以外の白人のうち、近年 EU に加入した東欧諸国からの移住

者が主）45 名、カリブ海系黒人 42 名、ソマリア系黒人 41 名、トルコ系 28 名、イギリス

系白人（White - British）23 名、バングラデシュ系 20 名と続く。その他、世界中のあら

ゆる国や地域にルーツをもつ子どもが在籍しており、学内では常に 40 種前後の言語が子ど

もたちの（場合によっては教職員の）母語として使用されている。また、同校では、地域

の芸術家や公共団体との協力のもと、子どもと保護者を対象としたワーク・ショップや保

護者のための第二言語としての英語指導等も行われており、保護者も頻繁に学校を訪れる

環境にある。 

 

 

(3) 学術調査の具体的な実施内容 

 

 イギリスにおけるエスニック・マイノリティ・グル―プ（コミュニティ）と教育問題、「コ

ミュニティの結束」政策に関連する文献・資料の収集、ロンドン・ハリンゲイ地区の教育

関係者、保護者に対する聞き取り調査、小学校で開催されるワーク・ショップへの参与観

察等を実施した。 

 文献・資料に関しては主に以下の分野に関連する文献を中心に収集した。 

１． 多文化主義に関連する文献 

２． 人種問題、民族グル―プ（コミュニティ）に関連する文献 

３． 「コミュニティの結束」政策（社会的結束含む）に関連する文献 

４． 上記３項目につき、教育学的視点から分析している文献 

５． フィールドとなる小学校に関する資料 

６． 当該地域のエスニック・マイノリティの子どもの教育に関連する資料 

７． 関係者へのインタヴュー（ICレコーダーにて録音、文字化） 

以上、１から４に該当する文献については、ロンドン大学東洋アフリカ研究科付属図書館、
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ロンドン大学教育学大学院付属図書館、大英図書館および現地の専門書店等にて購入した

書籍を含む。また、５、６に関しては、調査訪問時に関係者より入手、７に関しては、ロ

ンドン・ハリンゲイ LA の教員研修センターの評価ターゲット児童担当チームマネージャー

(School Improvement Officer Assessment Targeted Pupils Team Manager)および、同 LA

の幼児教育における保護者とのパートナー事業コーディネーター（Parents as Partners in 

Early Project Coordinater）、ノエル・パーク小学校の校長（Head Teacher）、校長補佐

（Assistant Head）、学習指導者（Learning Mentor：トルコ語話者）、生活指導および特別

プロジェクト担当上級教員（Behaviour and Special Project Senior Teacher）、保護者（４

名：民族内訳；イギリス系白人２名、クルド系（トルコ出身）１名、バングラデシュ系（イ

ギリス出身）１名）を対象に実施した。 

 

 

(4) 学術調査の結果およびそれに基づく考察など 

 

 本調査では、まず「コミュニティの結束」政策に関して、関係政府機関発行の資料、及

び過去数年の間に発表された研究論文等を収集し、それらをもとに分析を試みた。その後、

地方当局のエスニック・マイノリティ教育担当者や教員等の実際の教育関係者、および調

査を実施した小学校に所属する児童の保護者を対象とした聞き取りにより、主に、①エス

ニック・マイノリティ児童の民族的・文化的背景の教育への影響、②地域の民族コミュニ

ティと教育機関との関係性、③「コミュニティの結束」政策に対する実際の教育関係者お

よび民族コミュニティの一員としての保護者の認識、④同政策が地域の教育に及ぼしてい

る影響に関して調査・分析を行った。 

 

１．「コミュニティの結束」政策と教育 

 

 2002 年教育法第 72 条（Education Act 2002, Section72）は、全ての公立学校に対し、

学校および社会における子どもたちの精神的、道徳的、文化的、心理的な発達を促進し、

子どもたちの将来における機会、責任、経験に寄与する教育を提供することを義務として

明文化した。そのために、学校は人種的な差別を廃絶し、機会の均等を促し、異なるグル
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―プ間における良好な関係性を築く責任があるとされた。更に、2007 年の 9 月からは、全

ての公立学校において「コミュニティの結束」を促進させるための教育を行うことが義務

づけられ、2008年度からは OfSTED による監査項目にも含まれこととされた。［DCSF2007:2］ 

 子ども、学校、家庭省（Department for Children, Schools and Families: DCSF）の定

義によれば、「コミュニティの結束」とは、全てのコミュニティに共通するヴィジョンと価

値観が社会的多様性と同時に保たれ、全ての成員に一定の機会が保障される社会の実現の

ための取り組みであるとされる。そして、隣人との関係から国家レベルまで、様々な段階

における社会の未来のために、異なる人々、異なるコミュニティの間に広く価値を共有す

ることが肝要であるとされる。[ibid.:3]更に、共有されるべき価値観（sense of belonging）

として以下の二つが上げられる。 

 特定の場所に居住する際の個人の権利と責任に対する強い理解が涵養されること 

 異なる利害を持つ者同士が公正に裁かれる社会制度への信頼と社会を監視する主

体としての役割が正当化されること 

 つまり責任ある個人として社会に関与することが求められているのである。そして、継

続的なコミュニティの結束の実現のための学校の役割として、全ての子どもの教育達成と

全ての若者の能力の開発のための機会を作ることであると位置づけている。［ibid.:4］そ

して、学校が関与するコミュニティを４つの段階に区分する。まず、学校自身のコミュニ

ティとしての機能があげられる。生徒や保護者、学校職員および地域行政、そして学校の

施設を利用する全ての人々を含むものである。次に、学校が所在する地域のコミュニティ

がある。更に、イギリスという国家的枠組みがあげられる。全ての学校がこのコミュニテ

ィの一部であると定義づけられる。そして、最後に国家的枠組みを超えたグローバルなコ

ミュニティ、つまり、EU 諸国を含む国際的な関係性の中での学校としての位置付けが示さ

れる。[ibid.:5]そして、それらのコミュニティの中で、相互に交流を図り、協調関係を結

ぶことが求められているのである。 

 そして、コミュニティの結束のために学校が果たすべき役割はつぎのように定義される。

まず、学校は機会の均等と異なるグル―プの統合の実現によりコミュニティの結束に寄与

することとされる。しかし、一方で不平等と多様性の尊重という問題に目を向けた場合、

同時に、価値を共有し、子どもたちが相互に理解しあい、互いに共通する部分を有してい

るという自信をもたせることも重要な役割であるとされる。［ibid.:6］換言すれば、差異
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をクローズアップし、その差異に基づく差別をなくすことに先立ち、互いの共通点を理解

し、一定の価値を共有することにより成り立つ多様性の容認が、現在イギリスにおいて、

政府が描く理想像としての、結束した社会のあり方であるといえよう。 

 

２．地方当局職員への聞き取り調査結果 

 

 同地域においても、エスニック・マイノリティ・グル―プ毎の教育達成格差は重要な課

題としてあげられた。特に、カリブ海系黒人、ソマリアを中心としたアフリカ系黒人、ト

ルコ系およびクルド系の子どもがターゲット・グル―プとして設定されており、毎年学校

毎に各グループの平均達成目標が定められ、モニタリングされている。同地区におけるエ

スニック・マイノリティ教育のための資金としては、中央政府からエスニック・マイノリ

ティ教育達成補助金（Ethnic Minority Achievement Grant：通称 EMAG）ならびに、ア

フリカ系およびカリブ系児童のための教育達成プロジェクト（African–Caribbean 

Achievement Project）による補助金を支給され、その 90 パーセントをそれぞれの民族グ

ル―プ内訳により各学校に配分、その他 10 パーセントで地方当局の運営や各種教育プログ

ラムの提供を行っている。 

 同地域のエスニック・マイノリティの子ども達が抱える問題として、最も大きな事項の

ひとつとしてあげられたのが、同地域における移民の移動率（mobility）の高さである。同

地域は、渡英後間もない移民や難民が比較的多く居住しており、そのような家庭は、同国

での暮らしにある程度慣れた段階で他の地域に移動することも多く、異動率の高さは常に

問題とされている。同地域内のエスニック・マイノリティの子どもが多く在籍する学校に

おいては、移民後間もなく、言語的・社会的な問題に加え、同国の教育システムそのもの

に適応できておらず、そのため多くの教育的課題を抱える子どもが常に在籍しており、そ

のため、必然的にナショナル・テストの平均点も全国的標準と照らし合わせ低くなりがち

な傾向にあるという課題を抱えていることが指摘された。 

 次にあげられたのが、言語的な問題である。英語を母語としないばかりでなく、家庭で

の読書習慣のない子どもは、学習達成度も低い傾向にあることから、子どもだけでなく保

護者も対象として、読書の習慣をつけるための教育プログラム等が実施されている。自国

での生活習慣や文化的背景により、母語でも読書をする習慣をもたない保護者には、物語
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を語る、作る等のワーク・ショップを行うことによるリテラシー教育プログラムの他、美

術館や図書館でのワーク・ショップを実施することにより、休日に家族で美術館や図書館

等の文化施設に出かけることを奨励するためのプログラム等も企画されている。また、家

庭の教育への参加を促進するための、父親を対象とした文化プログラム等も企画されてお

り、これらの事業では、リテラシーを養うのみでなく、参加者の間の交流を深めることも

意図され、地域的な宥和を図る等の成果も得られているということであった。 

 また、「コミュニティの結束」については、同政策が掲げる課題や目標は、ローカルなレ

ベルにおいては特に目新しいことではなく、その内容についても、同地域では長年取り組

まれてきたことであるという指摘がなされた。その上で、なぜ現在政府がこのような政策

を強調しているのか、その背景には如何なる意図があるのか、という点が興味深い。同時

に、地方行政レベルでは、同政策に対し批判や否定は全くないが、その成果がどれだけあ

るかという点に関しては、現時点では疑問が残るということが述べられた。 

 

３．小学校教職員への聞き取り調査結果 

 

 まず、同校においてもやはり、当該地域の社会・経済的剥奪が子どもたちの学業達成に

とって大きな壁となっていることが強調された。過去には校長職も務め、現在は校長の補

佐的業務を行っている上級教員への聞き取りでは、エスニック・グル―プ毎に教育達成度

の差はあるかという問いに対し、それは非常に典型的な設問であるが、民族的、文化的背

景に由来する能力差というのはないという見解が述べられた。ただし、上記のような、社

会的・経済的に剥奪された状況にある家庭においては、生活を送る上で教育というのは最

重要の問題となりにくく、従って、そのような要因から同地域のエスニック・マイノリテ

ィ・グル―プの子どもの学習達成が難しくなる傾向はあるということにも言及された。特

に、当該地域には移民や難民、亡命希望者等に安価で提供されていた公営住宅が多くあっ

たために、それに該当する民族コミュニティが多数存在しているが、この数年の間に政府

が同地域の公営住宅の多くを一般に払い下げることを決定・実行したために、地域内にお

けるエスニック・マイノリティの人々の住居の確保はより深刻な問題となっており、その

ような状況が子どもの学習にも大きく影響を与えているということであった。 

 また、大部分の親は学校や子どもの学業達成に期待を寄せており、民族的・文化的背景
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の違いに由来するグル―プ毎の学習能力の差は決して認められるものではないが、しかし、

イギリスでの生活習慣、教育制度、社会状況への適応の段階で、母国や母文化の影響を受

け、困難を抱えているということが指摘された。特に、難民や政治亡命希望者等のコミュ

ニティの場合、一時期にグル―プとしてまとまって流入してくる傾向が強く、そのような

場合には、適応による困難さ等から、ナショナル・テストの実施に際し、ある特定のグル

―プの学習達成度が際立って低くなるのは避けられない問題である。さらに、同校でも子

どもの転出入の頻度の高さは、既に述べたような理由により、同様に問題となっている。 

 なお、グル―プ毎の過度の性格づけはステレオタイプ化につながり問題であるとの前提

の上で、同校にも常に 10 名弱在籍する、ロマ（いわゆるジプシー）やアイルランド系トラ

ベラーの家庭では、伝統的に教育への期待は低く、最低限度の読み書きと計算能力のみで

充分とされる傾向が非常に高いということへの言及もあった。その理由としては、それら

の背景をもつ子どもたちは卒業後コミュニティ内部で単純労働に従事することが多く、た

とえ、高等教育を受けても（もしくは受けると余計に）、イギリス社会に存在する偏見等に

より、専門職に就くことは非常に難しい状況にあるということがあげられた。 

 「コミュニティの結束」政策に関しては、校長をのぞき認識しているものはいなかった。

この点については、すでに述べたように学校での取り組みが義務づけられ、学校査察の際

の調査項目に含まれることが決定していることを鑑みれば、非常に興味深い状況であると

思われるが、そのことにつき同校長の見解を求めたところ、「政府は政策を作りはするが、

大抵の場合それを現場に周知するための努力はされず、（にもかかわらず）翌年から監査は

行う」ということが通常のこととして行われているということであった。ただし、同校に

おいては、その政策が目指していると思われること、学校内でのコミュニティを超えた結

束、あるいは学校自体が多くのグル―プを包含する一つのコミュニティとして機能すると

いう感覚に関しては理解でき、また既に実現されている、というのが各教員に共通する回

答であった。その理由としては、同校が積極的に地域の民族コミュニティや保護者に対し

て行う様々なワーク・ショップや支援等により、学校と各コミュニティの間に良い関係が

築けていること、バイリンガルの教職員の存在等により、子どもだけでなく保護者も学校

を心の拠り所としていること、同校が築いてきた人種や民族、宗教的背景による差異によ

る差別を排除する環境が子どもたちだけではなく、保護者にとっても安心できる場所とし

て学校が認識されていること等があげられた。 
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４．保護者への聞き取り調査結果 

 

 学校での生活態度や学習に取り組む際の姿勢等に特別な期待や希望を子どもに寄せてい

るかという点については、民族的・文化的背景による差異は認められなかった。ただし、

ムスリムとして、他者への礼節を重んじるという回答はあった。同様にムスリム・コミュ

ニティの一員として、イギリス社会における偏見や排斥の風潮に対し、「我々は危険ではな

い」、「我々は基本的に友好的である」というメッセージを常に発信している、という回答

もあったが、それは、現在のイギリス社会における民族間格差の問題、宗教格差の存在を

逆に強く感じさせるものであった。 

 また、「コミュニティの結束」政策を知っていたものは 1 名で、エスニック・マイノリテ

ィの一員として政府の社会統合政策には興味をもっているが、その効果については大きな

成果は認められず、評価もできないということであった。該当者は、政府が新しい取り組

みを行う度に、家庭内でもそれらの政策につき話し合うが、同政策に関して、政府はコミ

ュニティのレベルでどのようなことが起き、実際に彼らがどのように感じているのかとい

うことを理解しているとは思えないという見解が述べられた。 

 今回の調査においては、充分な数のサンプルを得られたとは言い難く、この結果のみを

もって結論を導き出すことは難しいが、以上の結果は今後の調査の参考となるものと思わ

れる。 

 

まとめ 

 以上、実際の教育の現場や、人々の生活において、「コミュニティの結束」政策がどのよ

うに遂行され、エスニック・マイノリティ児童の教育に如何なる影響を与えているのかと

いうことに焦点を当て、民族コミュニティと学校、地方当局の関係性における調査を進め

た。その結果、現時点における同政策の影響は不確定のものであり、社会的にその成果を

認識できるものではなかった。グル―プ単位での文化の存在を前提とし、多様な文化的差

異を維持しつつ、社会的分離やグル―プ間摩擦を最小に抑えるというのがイギリスの多文

化主義の基本的姿勢であったが、同政策において多様性を認めるといった場合に、どの程

度の多様性が認められるのか、（あるいは認められないのか）という点を今後更に議論すべ

きであると思われる。また、同政策における、社会に普遍的な価値の共有により、結束し
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た社会を目指すという理念は批判するものではないが、価値の「普遍化」が行き過ぎれば

同化主義的要素が強くなりうるという危険性もあるということも注意深く見る必要があろ

う。 

 そして、実際の社会においてその成果や存在を認識できないその理由は如何なるもので

あるか、「コミュニティ」を単位とする場合の「コミュニティ」とは何であるかという曖昧

さも含め、例えば民族コミュニティを事例とした場合、政府の認識と実情の間の「ズレ」

が存在するのではないかというのが今回の聞き取りの結果に見る印象である。以上のよう

な点につき、今後更に分析を深めたい。 

 なお、今後の課題としては、以下の点につき検討を要するものと思われる。 

 まず、博士研究全体にかかる問題として、社会における公教育というマクロな研究対象

を分析する研究手法として、特定の地域におけるコミュニティや学校というミクロなレベ

ルにおいて行われる調査が妥当なものとなり得るのかという点である。これについては、

現時点で考えうる解決策として、分析の対象を例えば「ロンドンにおけるエスニック・マ

イノリティと教育」というようにし、範囲を狭めること等を検討している。同じく、方法

論の問題で、民族グル―プ間の教育格差を取り上げるということは、教育社会学的な要因

分子研究の方向性をとるのかという指摘を受けたが、分析手法に関しても今後の検討課題

としたい。 

 また、2008 年 9 月より半年間、本学の International Training Program による派遣によ

り、再度イギリスに滞在して、同地区での調査を行うことを予定しているが、今後また聞

き取り調査を継続する場合、聞き取り対象がどのレベルに向かうのかも分析に影響するも

のと考えられ、この点についても検討が必要であろう。 
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